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ら
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研
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ー

プ
は
５
日
、
ヒ
ト
を
含
む
動
物
の
体

内
で
つ
く
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
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Ａ
Ｍ
ど
と

ラ

ン
プ

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ

２

が
、
血
管

を
正
常
に
保
つ
仕
組
み
を
解
明
し
た

と
発
表
し
た
。
遺
伝
子
操
作
を
用
い

た
マ
ウ
ス
実
験
の
成
果
で
、
血
管
の

状
態
と
深
く
関
係
す
る
慢
性
鷹
器
不

全
や
動
脈
硬
化
な
ど
、
多
様
な
病
気

の
治
療
法
の
開
発
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
。

新
藤
教
授
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｍ
は
血

管
を
つ
く
っ
た
り
血
管
を
広
げ
て
血

圧
を
下
げ
る
機
能
を
備
え
、
Ｒ
Ａ
Ｍ

Ｐ
２
は
機
能
制
御
の
役
割
を
担
う
。

実
験
は
血
管
と
心
臓
の
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２

を
壊
し
た
成
体
マ
ウ
ス
を
使
い
、
短

時
間
で
血
管
の
壁
の
細
胞
が
決
々
と

は
が
れ
落
ち
、
心
麟
や
腎
臓
、
肝
臓

血管維持するタンパク質の

仕組み解明 信大・新藤教授グループ

が
機
能
不
全
に
陥
る
様
子
を
確
認
し
　
し
ま
つ
て
い
た
。
今
回
は
両
物
質
が

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
体
に
お
い
て
血
管
や
心
臓
を
維
持

こ
れ
ま
で
の
遺
伝
子
研
究
で
は
、
　

す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
、
さ
ら

Ａ
Ｍ
ま
た
は
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
を
持
た
な
　
に
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
と
病
気
と
の
関
係
性

い
マ
ウ
ス
は
胎
児
の
段
階
で
死
ん
で
　
も
明
ら
か
に
し
た
世
界
初
の
事
例
だ

と

し

て

い

多
様
な
疸

翼
払燿
療
Ｉ
期
待

精̈尚

■
■

■

■

な
ど
に
成
果
を
発
表
す
る
。

会
見
で
新
藤
教
授
は

Ａ
Ｍ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
シ
ス
テ
ム
の
機

能
を
人
工
的
に
制
御
で
き
れ

ば
、
病
気
を
初
期
段
階
で
抑
え

込
む
新
た
な
治
療
法
を
確
立
で

き
る

と
説
明
。
シ
ス
テ
ム
の

働
き
を
高
め
る
化
合
物
や
抗
体

の
研
究
を
踏
ま
え
た
、
新
薬
の

開
発
に
も
期
待
感
を
示
し
た
。
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